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　　　　【必要サンプル数の算出式】

　　　　ｎ≧Ｎ÷[{（e÷1.96）²×（Ｎ－1）×4}＋1]

　　　　Ｎ＝母集団の数（調査対象者数）（＝142,658人：令和元年9月30日現在の18歳以上人口）

　　　　ｅ＝標本誤差（＝0.05）

　　　　ｎ＝必要標本数

　　　　（※　1.96は上記の信頼係数と標本誤差を設定した場合に用いる統計上の定数）

　　　　計算の結果、ｎ≧383.1310…となり、必要サンプル数は384となります。

◇目的
このアンケートは、帯広市の住みごこちやまちづくりに係る市民の皆様の活動・

意識などについて調査することを目的としています。
アンケート結果は、市の仕事を効果的に進めるための重要な情報として活用さ

せていただきます。

◇内容
このアンケートは、次の２区分について実施しました。
（１）帯広市の住みごこち・定住意識について・・・・・・（問１～10）
（２）暮らしぶりについて・・・・・・・・・・・・・・・（問11～28）

◇対象地域 帯広市内

◇対象者 満18歳以上の帯広市民

◇標本数 3,000人

◇標本抽出方法 無作為抽出

◇調査方法 郵便による発送・回収

◇調査時期 令和元年12月20日（金）～令和2年1月13日（月）

◇回収結果

◇アンケートの精度
本調査の回収数は、1,481件で、信頼度95％・標本誤差を5％とした場合の統計学

上の必要標本数384件を上回り、本調査から得られた分析結果は、帯広市全体とし
ての意見を推定するために、十分な精度を得ています。

アンケートの概要１

発送数 有効発送数 回収数 回収率（％）

R元年度 3,000 3,000 1,481 49.4

【年次推移】
発送数 有効発送数 回収数 回収率（％）

Ｈ30年度 4,500 4,500 2,176 48.4

Ｈ29年度 4,500 4,500 2,308 51.3

Ｈ28年度 4,500 4,500 2,369 52.6

Ｈ27年度 3,000 3,000 1,559 52.0

Ｈ26年度 3,000 3,000 1,534 51.1

Ｈ25年度 3,000 3,000 1,404 46.8

Ｈ24年度 3,000 3,000 1,375 45.8

Ｈ23年度 3,000 3,000 1,374 45.8

Ｈ22年度 3,000 3,000 1,349 45.0

Ｈ21年度 3,000 3,000 1,194 39.8

Ｈ20年度 3,000 2,996 1,126 37.6

Ｈ19年度 3,000 2,957 1,144 38.7
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数
割合

Ｈ18年度(n=1,226)
Ｈ19年度(n=1,144)
Ｈ20年度(n=1,126)
Ｈ21年度(n=1,194)
Ｈ22年度(n=1,349)
Ｈ23年度(n=1,374)
Ｈ24年度(n=1,375)
Ｈ25年度(n=1,404)
Ｈ26年度(n=1,534)
Ｈ27年度(n=1,559)
Ｈ28年度(n=2,369)
Ｈ29年度(n=2,308)
Ｈ30年度(n=2,176)
R元年度(n=1,481)

数
割合

Ｈ18年度(n=1,226)
Ｈ19年度(n=1,144)
Ｈ20年度(n=1,126)
Ｈ21年度(n=1,194)
Ｈ22年度(n=1,349)
Ｈ23年度(n=1,374)
Ｈ24年度(n=1,375)
Ｈ25年度(n=1,404)
Ｈ26年度(n=1,534)
Ｈ27年度(n=1,559)
Ｈ28年度(n=2,369)
Ｈ29年度(n=2,308)
Ｈ30年度(n=2,176)
R元年度(n=1,481)

10歳代

1.4%

20歳代

7.2%

30歳代

11.1%

40歳代

15.4%

50歳代

14.4%

60歳代

20.7%

70歳以上

29.5%

無回答

0.4%

42.8

42.2

56.8

57.4

0.2

0.4

Ｈ30年度

(n=2,176)

R元年度

(n=1,481)

％

男性 女性 無回答

1.4

6.8

7.2

10.9

11.1

14.7

15.4

15.9

14.4

21.1

20.7

30.3

29.5

0.3

0.4

Ｈ30年度

(n=2,176)

R元年度

(n=1,481)

％
10歳代 20歳代 30歳代 40歳代
50歳代 60歳代 70歳以上 無回答

アンケート回答者の属性２

男性

42.2%

女性

57.4%

無回答

0.4%

✐ 性別では、
[男性]   42.2％（ 625人)、
[女性]   57.4％（ 850人)、
[無回答]  0.4％（ 6人)となり、

[女性]の割合が高くなっています。
（図１）

✐ 年齢別では、

[10歳代]   1.4％（ 20人)、

[20歳代]   7.2％（106人)、

[30歳代]  11.1％（165人)、

[40歳代]   15.4％（228人)、

[50歳代]   14.4％（213人)、

[60歳代]  20.7％（306人)、

[70歳以上] 29.5％（437人)、

[無回答]   0.4％（ 6人)となり、

年代が上がるにつれて割合が高くなって
います。（図２）

＊平成30年度までは、満20歳以上の帯広
市民を対象として調査

n=1,481

n=1,481

◆小数点以下第2位を四捨五入しているため、数値の合計が100.0％にならない場合があります。
◆回答数を（n＝ ）で表示しています。

図1

参考(前年比較)

図2

問１ あなたの性別は？

問２ あなたの年齢は？

参考(前年比較)
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数
割合

Ｈ18年度(n=1,226)
Ｈ19年度(n=1,144)
Ｈ20年度(n=1,126)
Ｈ21年度(n=1,194)
Ｈ22年度(n=1,349)
Ｈ23年度(n=1,374)
Ｈ24年度(n=1,375)
Ｈ25年度(n=1,404)
Ｈ26年度(n=1,534)
Ｈ27年度(n=1,559)
Ｈ28年度(n=2,369)
Ｈ29年度(n=2,308)
Ｈ30年度(n=2,176)
R元年度(n=1,481)

数
割合

Ｈ18年度(n=1,226)
Ｈ19年度(n=1,144)
Ｈ20年度(n=1,126)
Ｈ21年度(n=1,194)
Ｈ22年度(n=1,349)

30.5%

5.3%

農・林・漁業

2.8%

公務員

6.3%自由業

1.1%

主婦

18.5%

学生

2.0%

無職

21.7%

その他

11.1%

無回答

0.5%

1年未満

5.4% 10.3%

7.2%

10年～20年

未満

10.4%
20年以上

66.3%

無回答

0.4%

3.3

5.4

10.8

10.3

6.2

7.2

9.8

10.4

69.7

66.3

0.2

0.4

Ｈ30年度

(n=2,176)

R元年度

(n=1,481)

％

1年未満 5年未満 10年未満 20年未満 20年以上 無回答

✐ 居住年数別では、
[1年未満]         5.4％（ 80人)、
[1年～5年未満]   10.3％（ 153人)、
[5年～10年未満] 7.2％（ 106人)、
[10年～20年未満] 10.4％（ 154人)、
[20年以上]       66.3％（ 982人)、
[無回答]         0.4％（ 6人)となり、
[20年以上]が、全体の6割以上を占めています。

(図４)

n=1,481

図4

図3 ✐ 職業別では、
[会社員・店員]    30.5％（452人)、
[商・工・サービス業等の自営業]

5.3％（ 79人)、
[農・林・漁業]     2.8％（ 42人)、
[公務員]           6.3％（ 94人)、
[自由業]           1.1％（ 17人)、
[主婦]            18.5％ (274人)、

[学生]             2.0％（ 30人)、
[無職]            21.7％（321人)、

[その他]          11.1％（165人)、

[無回答]           0.5％（ 7人)となり、
[会社員・店員]、[主婦]、[無職]が多くなって
います。(図３)

問３ あなたの職業は？

問４ あなたの居住年数は？

29.0

30.5

4.9

5.3

2.1

2.8

5.0

6.3

2.2

1.1

21.5

18.5

0.9

2.0

22.5

21.7

10.4

11.1

1.5

0.5

Ｈ30年度

(n=2,176)

R元年度

(n=1,481)

％

会社員 自営業 農林漁業 公務員 自由業

主婦 学生 無職 その他 無回答

参考(前年比較)

参考(前年比較)

n=1,481

1年～5年未満

商・工・ｻｰﾋﾞｽ業

等の自営業

5年～10年未満

会社員・店員
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数
割合

Ｈ18年度(n=1,226)
Ｈ19年度(n=1,144)
Ｈ20年度(n=1,126)
Ｈ21年度(n=1,194)
Ｈ22年度(n=1,349)
Ｈ23年度(n=1,374)
Ｈ24年度(n=1,375)
Ｈ25年度(n=1,404)
Ｈ26年度(n=1,534)
Ｈ27年度(n=1,559)
Ｈ28年度(n=2,369)
Ｈ29年度(n=2,308)
Ｈ30年度(n=2,176)
R元年度(n=1,481)

お住まいの地区

東

9.9% 鉄南

13.4%

西

26.4%

川北

13.4%

西帯広

14.5%

南

17.9%

農村

4.3%

無回答

0.1%

✐ 地区別では、
[東]    9.9％（147人)、
[鉄南]  13.4％（198人)、
[西]    26.4％（391人)、
[川北]  13.4％（199人)、
[西帯広] 14.5％（215人)、
[南]   17.9％（265人)、

[農村]  4.3％（ 64人)、

[無回答] 0.1％（ 2人)となっています。
（図５）

9.7

9.9

13.1

13.4

29.4

26.4

12.2

13.4

13.2

14.5

18.5

17.9

4.0

4.3

0.0

0.1

Ｈ30年度

(n=2,176)

R元年度

(n=1,481)

％
東 鉄南 西 川北 西帯広 南 農村 無回答

n=1,481

図5

農村地区：
本市の南部に広大な農業

地帯として広がり、東は

幕別町、西は芽室町、南

は中札内村、北は稲田３

号・帯広刑務所以南に囲

まれた地区

（大正住区・川西住区）

南地区：
市街地の南部に位置し、東は札内

川、西は市町村界、南は清流の里

を含む稲田3号線、北は売買川・自

衛隊北側の崖に囲まれた地区

（豊成住区・南町住区・稲田住

区・大空住区）

鉄南地区：
市街地の東南部に位置し、

東は札内川、西は西8条

通・緑ヶ丘公園、南は売買

川、北は根室本線に囲まれ

た地区

（駅南住区・光南住区・明

星住区・緑栄住区）

東地区：
市街地の東部に位置し、東
は札内川、西は帯広川・ウ
ツベツ川、南は根室本線、
北は十勝川に囲まれた地区

（東住区・駅前住区・柏住

区）

川北地区：
市街地の北部に位置し、東

は国道241号・236号、西

は西18条通、南は帯広川、

北は十勝川に囲まれた地区

（北栄住区・啓北住区・栄

住区）

西地区：
市街地の中西部に位置し、

東は西8条通、西は西10

号、南は自衛隊北側の崖、

北は帯広川に囲まれた地区

（競馬場住区・緑ヶ丘住

区・柏林台住区・白樺住

区・広陽住区・若葉住区）

西帯広地区：
市街地の西部に位置し、

東は西18条通・西10

号、西は市町村界、南は

南6線、北は十勝川以北の

中島地区を含む地区

（西帯広住区・開西住

区）

◆帯広市では下図のとおり7つの地区を設定しています。

参考(経年比較)
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,435)
男性(n=606)
女性(n=824）

住みごこち３

問５ 帯広市の住みごこちは？

✐ 「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせた"住みごこちが良い"とした
人の割合は、昨年度より0.9ポイント減少し、81.1％（1,164人）となっています。
なお、「どちらかといえば住みにくい」と「住みにくい」を合わせた、"住みごこちが悪

い"とした割合は、6.6％（94人）となっています。（図６-１）

✐ 男女別で"住みごこちが良い"とした割合は、[男性]81.7％（495人）、[女性]80.7％（665
人）となっており、［男性］の割合が若干高くなっています。（図６-２）

✐ 地区別で"住みごこちが良い"とした割合は、[農村地区]83.3％（50人）、[西地区]83.3％
（319人）が、他の地区と比べて若干高くなっています。（図６-３）

✐ 年代別で"住みごこちが良い"とした割合は、年代が上がるにつれて"住みごこちが良い"
とする割合が高くなる傾向にあります。（図６-４）

✐ 居住年数別で"住みごこちが良い"とした割合は、[20年以上]83.9％（802人）と、最も高く
なっています。居住年数が長くなるほど、"住みごこちが良い"とした割合が高くなる傾向があり
ます。（図６-５）

37.2

38.9

44.8

42.2

3.5

5.3

1.2

1.3

13.3

12.3

Ｈ30年度

(n=2,158)

R元年度

(n=1,435)

％

住みやすい
どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえば
住みにくい

住み
にくい

どちらとも
いえない

住 み ご こ ち が 良 い 住 み ご こ ち が 悪 い

39.9

38.2

41.7

42.5

4.5

5.8

0.7

1.7

13.2

11.8

男性(n=606)

女性(n=824）

％

住みやすい
どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえば
住みにくい

住み
にくい

どちらとも
いえない

住 み ご こ ち が 良 い 住 み ご こ ち が 悪 い

○ 男女別で比較 ○

図6-1

図6-2

※無回答を除く

※無回答を除く
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数
割合

Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,527)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,435)

男性(n=606)
女性(n=824）

東(n=141)
鉄南(n=190)
西(n=383)
川北(n=188)
西帯広(n=210)
南(n=262)
農村(n=60)

10歳代(n=20）
20歳代(n=102）
30歳代(n=162）
40歳代(n=218)
50歳代(n=209)
60歳代(n=295)
70歳以上(n=424)

問５ 帯広市の住みごごちは？

43.3 

42.6 

36.0 

41.5 

33.8 

37.4 

51.7 

37.6 

37.9 

47.3 

39.4 

45.2 

42.7 

31.7 

7.8 

3.7 

3.4 

3.7 

6.7 

7.6 

5.0 

0.7 

2.1 

1.0 

2.7 

0.5 

0.8 

1.7 

10.6 

13.7 

12.3 

12.8 

13.8 

11.5 

10.0 

東(n=141)

鉄南(n=190)

西(n=383)

川北(n=188)

西帯広(n=210)

南(n=262)

農村(n=60)

％

住みやすい
どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえば
住みにくい

住み
にくい

どちらとも
いえない

住 み ご こ ち が 良 い 住 み ご こ ち が 悪 い

○ 地区別で比較 ○

36.4 

35.8 

23.2 

32.7 

42.4 

27.3 

41.2 

53.5 

48.0 

41.5 

9.1 

8.8 

8.1 

4.7 

4.2 

2.6 

1.4 

2.0 

0.0 

1.3 

24.7 

12.8 

13.1 

14.7 

10.7 

1年未満(n=77)

5年未満(n=148)

10年未満(n=99)

20年未満(n=150）

20年以上(n=956）

％※無回答を除く

住みやすい どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえ
ば住みにくい

住み
にくい

どちらとも
いえない

住 み ご こ ち が 良 い 住みごこちが悪い

○ 居住年数別で比較 ○

65.0 

27.5 

34.0 

40.8 

37.3 

35.6 

44.6 

10.0 

47.1 

48.8 

37.6 

45.5 

43.1 

40.1 

5.0 

10.8 

6.2 

7.3 

5.3 

3.7 

3.5 

0.0 

1.0 

2.5 

1.8 

0.0 

1.7 

0.9 

20.0 

13.7 

8.6 

12.4 

12.0 

15.9 

10.8 

10歳代(n=20）

20歳代(n=102）

30歳代(n=162）

40歳代(n=218)

50歳代(n=209)

60歳代(n=295)

70歳以上(n=424)

％

○ 年代別で比較 ○

住みやすい
どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえば
住みにくい

住み
にくい

どちらとも
いえない

住 み ご こ ち が 良 い

図6-3

図6-4

図6-5

※無回答を除く

※無回答を除く

住 み ご こ ち が 悪 い

6



数
割合

1
2
3
4
5
6
7
8
8

問６ 住みごこちが悪いと思う理由は？

✐ "住みごこちが悪い"とした理由としては、[交通の便が良くないから]が最も多く47.9％
（45人）、２番目に多い理由は[商業施設が充実していないから]で25.5％（24人）、３番
目は［働く場所が少ないから］で21.3％（20人）となっています。（図６-６）

47.9

25.5

21.3

17.0

17.0

14.9

12.8

12.8

11.7

0 10 20 30 40 50

交通の便が良くないから

商業施設が充実していないから

働く場所が少ないから

子どもの教育環境が充実していないから

医療・福祉サービスが充実していないから

出産・子育て環境が充実していないから

地域での人間関係が良くないから

その他

住環境が良くないから

％

住みごこちが悪い理由 （ｎ=94） 図６-６

◇「どちらかといえば住みにくい」または「住みにくい」と回答した94人に、"住みごこ
ちが悪い"とした理由を9つの選択肢から２つ、回答してもらいました。

※無回答を除く

37.2

38.9

44.8

42.2

3.5

5.3

1.2

1.3

13.3

12.3

Ｈ30年度

(n=2,158)

R元年度

(n=1,435)

％

住みやすい
どちらかといえば
住みやすい

どちらかといえば
住みにくい

住み
にくい

どちらとも
いえない

住 み ご こ ち が 良 い 住 み ご こ ち が 悪 い

※無回答を除く

図6-1

（再掲）
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,176)
Ｈ22年度(n=1,345)
Ｈ23年度(n=1,362)
Ｈ24年度(n=1,363)
Ｈ25年度(n=1,393)
Ｈ26年度(n=1,515)
Ｈ27年度(n=1,522)
Ｈ28年度(n=2,336)
Ｈ29年度(n=2,280)
Ｈ30年度(n=2,115)
R元年度(n=1,434)

男性(n=604)
女性(n=825）

76.2 

73.3 

8.1 

8.9 

15.7 

17.8 

Ｈ30年度(n=2,115)

R元年度(n=1,434)

％

問７ これからも帯広市に住み続けたい？

どちらとも
いえない

74.5 

72.5 

7.9 

9.6 

17.5 

17.9 

男性(n=604)

女性(n=825）

％

○ 男女別で比較 ○

どちらとも
いえない

図7-2

✐ 「住み続けたい」とした人の割合は、昨年度と比較すると、2.9ポイント減少し、73.3％
（1,051人）となっています。（図７-１）

✐ 男女別で「住み続けたい」とした割合は、[男性]74.5％（450人）、[女性]72.5％（598
人）となっています。（図７-２）

✐ 地区別で「住み続けたい」とした割合は、[農村地区]82.0％（50人）が最も高くなってい
ます。（図７-３）

✐ 年代が上がるにつれて「住み続けたい」とした割合が高くなる傾向があります。
（図７-４）

✐ 居住年数が長くなるにつれて「住み続けたい」とした割合が高くなる傾向があります。
（図７-５）

定住意識４

図7-1 住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

※無回答を除く

※無回答を除く
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東(n=140)
鉄南(n=192）
西(n=383)
川北(n=189)
西帯広(n=210)
南(n=258)
農村(n=61)

10歳代(n=20）
20歳代(n=101）
30歳代(n=162）
40歳代(n=218)
50歳代(n=209)
60歳代(n=295)
70歳以上(n=424)

1年未満(n=77)
5年未満(n=147)
10年未満(n=100)
20年未満(n=150）
20年以上(n=955）

71.4 

70.3 

75.2 

70.9 

69.5 

76.7 

82.0 

7.9 

8.9 

8.1 

8.5 

11.0 

10.1 

4.9 

20.7 

20.8 

16.7 

20.6 

19.5 

13.2 

13.1 

東(n=140)

鉄南(n=192）

西(n=383)

川北(n=189)

西帯広(n=210)

南(n=258)

農村(n=61)

％

どちらとも
いえない

問７ これからも帯広市に住み続けたい？

○ 地区別で比較 ○ 図7-3

50.0 

43.6 

64.8 

65.6 

70.3 

78.6 

86.1 

20.0 

20.8 

14.8 

11.0 

9.1 

7.1 

3.5 

30.0 

35.6 

20.4 

23.4 

20.6 

14.2 

10.4 

10歳代(n=20）

20歳代(n=101）

30歳代(n=162）

40歳代(n=218)

50歳代(n=209)

60歳代(n=295)

70歳以上(n=424)

％

どちらとも
いえない

○ 年代別で比較 ○ 図7-4

57.1 

61.2 

56.0 

58.7 

80.6 

9.1 

17.0 

14.0 

11.3 

6.7 

33.8 

21.8 

30.0 

30.0 

12.7 

1年未満(n=77)

5年未満(n=147)

10年未満(n=100)

20年未満(n=150）

20年以上(n=955）

％

どちらとも
いえない

○ 居住年数別で比較 ○ 図7-5

住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

で き れ ば
移 り た い

住 み 続 け た い

※無回答を除く

※無回答を除く

※無回答を除く
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1
2
3
4
5
5
7
8
9

10
11
12
13
10

Ｈ27年度(n=1,522)
Ｈ28年度(n=2,336)
Ｈ29年度(n=2,280)
Ｈ30年度(n=2,115)
R元年度(n=1,434)

37.0 

30.7 

25.6 

17.7 

17.1 

16.6 

15.1 

7.1 

5.1 

3.3 

2.1 

1.5 

1.3 

37.3 

39.3 

22.1 

16.7 

13.6 

15.3 

14.7 

7.5 

4.6 

3.1 

1.2 

1.8 

1.0 

0 10 20 30 40 50

気候が好きだから

自然に恵まれているから

親戚や知人が多いから

家族の都合で

仕事上の理由から

広々としているから

都市的な便利さがあるから

その他

人情が厚く、親切だから

まちに魅力があるから

わからない

生活費が安いから

教育上の理由から

％

R元年度

Ｈ30年度

✐ 「住み続けたい」とした理由は、[気候が好きだから］が最も多く37.0％(388人)、２番
目に多い理由は[自然に恵まれているから］で30.7％(322人)、３番目は［親戚や知人が多
いから］で25.6％(269人)となっています。（図８）

問８ 住み続けたい理由は？

住み続けたい理由 （ｎ=1,050） 図８

◇「住み続けたい」と回答した1,051人に、その理由を13の選択肢から2つまで回答し
てもらいました。

※無回答を除く

76.2 

73.3 

8.1 

8.9 

15.7 

17.8 

Ｈ30年度(n=2,115)

R元年度(n=1,434)

％

どちらとも
いえない

住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

※無回答を除く

図7-1

（再掲）
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数
割合

1
2
3
4
5
6
7
8
8

問９ 移りたい地域は？

✐ 「移りたい地域」としては、[札幌市]が最も多く38.8％（45人）､２番目に多い地域は
[帯広圏の３町]で20.7％（24人）、３番目は［首都圏］で11.2％（13人）となっています。
（図９）

38.8

20.7

11.2

10.3

6.9

4.3

3.4

2.6

1.7

37.7

19.8

13.0

12.3

3.1

3.1

5.6

4.9

0.6

0 10 20 30 40 50

札幌市

帯広圏の3町

首都圏

道内他市町村

近畿圏

その他

十勝管内の町村

他県

中部圏

％

R元年度

Ｈ30年度

移りたい地域 （ｎ=116） 図９

◇「できれば移りたい」と回答した128人に、移りたい地域を9つの選択肢から1つ、回
答してもらいました。

道内他市町村………札幌市及び十勝管内以外

帯広圏の３町………音更町・芽室町・幕別町

首都圏………………東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県

十勝管内の町村……帯広圏の３町以外

近畿圏………………大阪府・兵庫県・京都府
中部圏………………愛知県

※無回答を除く

76.2 

73.3 

8.1 

8.9 

15.7 

17.8 

Ｈ30年度(n=2,115)

R元年度(n=1,434)

％

どちらとも
いえない

住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

※無回答を除く

図7-1

（再掲）

11



数
割合

まちに魅力が少ないから
都市的な便利さが不足しているから
その他
公共サービスの質が低いから
仕事上の理由から
家族の都合から
知人や親戚が少ないから

気候がきらいだから
教育上の理由から
生活費が高いから
人情がうすく、不親切だから
宅地価格が高いから
自然が少ないから
住宅地が少ないから
わからない
住宅地がないから

ソート結果により、割合の多い順に左の表の内容を並べ替え

問10 移りたい理由は？

✐ 「移りたい理由」としては、[まちに魅力が少ないから]が最も多く39.5％（49人）、
2番目に多い理由は[都市的な便利さが不足しているから]で34.7％（43人）となってい
ます。（図10）

39.5 

34.7 

18.5 

17.7 

14.5 

11.3 

10.5 

8.1 

8.1 

5.6 

5.6 

2.4 

1.6 

0.8 

27.0 

34.4 

23.9 

16.0 

7.4 

12.3 

9.2 

9.8 

6.7 

10.4 

1.8 

2.5 

1.8 

1.2 

0 10 20 30 40 50

まちに魅力が少ないから

都市的な便利さが不足しているから

その他

公共サービスの質が低いから

仕事上の理由から

家族の都合から

知人や親戚が少ないから

気候がきらいだから

教育上の理由から

生活費が高いから

人情がうすく、不親切だから

宅地価格が高いから

自然が少ないから

住宅地が少ないから

％

R元年度

Ｈ30年度

移りたい理由 （ｎ=124） 図10

◇「できれば移りたい」と回答した128人に、移りたい理由を1４の選択肢から２つまで
回答してもらいました。

※無回答を除く

76.2 

73.3 

8.1 

8.9 

15.7 

17.8 

Ｈ30年度(n=2,115)

R元年度(n=1,434)

％

どちらとも
いえない

住 み 続 け た い
で き れ ば
移 り た い

※無回答を除く

図7-1

（再掲）
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あまりよ
くない

問１１ あなたの健康状態は？

✐ 健康状態が「よい」、「まあよい」、「ふつう」を合わせた”健康状態が良い”とした人
の割合は、81.7％（1,195人）となっています。（図11-１）

✐ 男女別で"健康状態が良い"とした割合は、[男性]82.2％（509人）、[女性]81.5％（683
人）となっています。（図11-２）

✐ 年代が下がるにつれて"健康状態が良い"とした割合が高くなる傾向があります。

（図11-３）

暮らしぶり５

19.3 22.6 39.8 15.5 2.8
R元年度

(n=1,462)

％

健 康 状 態 が 良 い

※無回答を除く

よい まあよい ふつう
あまりよ
くない

よくない

20.5

18.5

22.8

22.7

38.9

40.3

15.2

15.6

2.6

2.9

男性(n=619)

女性(n=838）

％

○ 男女別で比較 ○ 図11-2

45.0 

33.0 

30.5 

24.1 

18.3 

16.2 

10.6 

30.0 

29.2 

29.9 

27.6 

27.7 

18.8 

15.4 

25.0 

31.1 

27.4 

37.3 

39.4 

41.6 

47.5 

0.0 

5.7 

9.1 

10.1 

13.6 

20.8 

21.0 

0.9 

3.0 

0.9 

0.9 

2.6 

5.4 

10歳代(n=20）

20歳代(n=106）

30歳代(n=164）

40歳代(n=228)

50歳代(n=213)

60歳代(n=303)

70歳以上(n=423)

％

○ 年代別で比較 ○ 図11-3

※無回答を除く

よい まあよい ふつう よくない

よい まあよい ふつう
あまりよ
くない

よくない

健 康 状 態 が 良 い

※無回答を除く

健 康 状 態 が 良 い 健康状態が悪い

健康状態が悪い

健康状態が悪い

図11-１
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問１２ この1年間に運動・スポーツを実施したか？

12.1 16.8 11.0 14.4 12.9 5.0 5.0 22.7
R元年度

(n=1,470)

％

図12-1

※無回答を除く

週に５日

以上

週に３日
以上

週に１日
以上

年に１
～３日

何もしな
かった

13.8

10.8

17.7

16.2

10.3

11.6

15.1

13.8

14.0

12.1

5.3

4.9

3.4

6.2

20.5

24.5

男性(n=623)

女性(n=842）

％

○ 男女別で比較 ○ 図12-2

25.0 

21.7 

12.1 

9.6 

9.9 

10.2 

12.8 

30.0 

15.1 

13.3 

11.8 

13.2 

14.5 

24.0 

20.0 

7.5 

11.5 

7.5 

9.9 

11.5 

13.5 

10.0 

16.0 

10.9 

15.4 

12.7 

16.8 

14.2 

10.4 

14.5 

12.7 

16.5 

12.8 

11.9 

4.7 

9.1 

9.6 

5.2 

3.0 

2.8 

0.0 

8.5 

3.6 

10.1 

5.2 

5.3 

2.1 

15.0 

16.0 

24.8 

23.2 

27.4 

26.0 

18.8 

10歳代

(n=20）

20歳代

(n=106）

30歳代

(n=165）

40歳代

(n=228)

50歳代

(n=212)

60歳代

(n=304)

70歳以上

(n=430)
％

○ 年代別で比較 ○ 図12-3

※無回答を除く

※無回答を除く

週に２日
以上

月に１～３
日

３か月に
１～２日

週に1日以上運動・スポーツを実施した

週に５日

以上
週に３日
以上

週に１日
以上

年に１
～３日

何もしな
かった

週に２日
以上

月に１～３
日

３か月に
１～２日

週に1日以上運動・スポーツを実施した

✐ "週に１日以上運動・スポーツを実施した"とした人の割合は、54.4％（799人）となっ
ています。（図12-１）

✐ 男女別で"週に１日以上運動・スポーツをしている"とした割合は、[男性]56.8％（354
人）、[女性]52.4％（441人）となっています。（図12-２）

✐ 40歳代が"週に１日以上運動・スポーツをしている"とした割合が最も低くなっていま

す。（図12-３）

週に５日

以上
週に３日
以上

週に１日
以上

年に１
～３日

何もしな
かった

週に２日
以上

月に１～３
日

３か月に
１～２日

週に1日以上運動・スポーツを実施した
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面倒くさいから
お金に余裕がないから

特に理由はない
年をとったから
場所や施設がないから

仲間がいないから

その他

指導者がいないから
無回答

ソート結果により、割合の多い順に左の表の内容を並べ替え

問１３ 運動・スポーツを週に１日以上実施しなかっ

た理由は？

✐ "運動・スポーツを週に１日以上実施しなかった"理由としては、[仕事や家事が忙しい
から]が最も多く44.8％（295人）、２番目に多い理由は[生活や仕事で体を動かしている
から]で28.3％（186人）、３番目は[面倒くさいから]で24.8％（163人）となっていま
す。（図13）

44.8 

28.3 

24.8 

16.4 

15.8 

15.3 

15.0 

11.6 

10.6 

9.9 

9.1 

6.7 

5.2 

0.8 

0 10 20 30 40 50

仕事や家事が忙しいから

生活や仕事で体を動かしているから

面倒くさいから

お金に余裕がないから

病気やけがをしているから

特に理由はない

年をとったから

場所や施設がないから

子どもに手がかかるから

仲間がいないから

運動・スポーツが嫌いだから

その他

運動・スポーツ以上に大切なことがあるから

指導者がいないから

％

運動・スポーツを週に1日以上

実施しなかった理由 （ｎ=658）
図13

◇"運動・スポーツを週に１日以上実施しなかった"と回答した671人に、理由を1４の選
択肢からあてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

12.1 16.8 11.0 14.4 12.9 5.0 5.0 22.7
R元年度

(n=1,470)

％

図12-1（再掲）

※無回答を除く

週に５

日以上

週に３日
以上

週に１日
以上

年に１
～３日

何もしな
かった

週に２日
以上

月に１～３
日

３か月に
１～２日

運動・スポーツを週に1日以上

実 施 し な か っ た
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問１４ 運動・スポーツの実施以外でのスポーツとの

関わりは？

30.5 4.6 4.3 60.6
R元年度

(n=1,447)

％

スポーツ観戦をした
スポーツの指導や大会の運営など、運動やスポーツに関するボランティア活動を行った
その他
何もしなかった

図14-1

※無回答を除く

33.0

28.7

5.8

3.8

2.4

5.6

58.8

61.9

男性(n=622)

女性(n=819）

％

スポーツ観戦をした
スポーツの指導や大会の運営など、運動やスポーツに関するボランティア活動を行った
その他
何もしなかった

○ 男女別で比較 ○ 図14-2

40.9 

26.7 

30.0 

39.2 

31.9 

30.0 

25.6 

13.6 

6.7 

4.7 

5.6 

3.2 

3.3 

4.8 

9.1 

3.8 

2.4 

3.4 

3.2 

2.7 

7.0 

36.4 

62.9 

62.9 

51.7 

61.6 

64.0 

62.6 

10歳代(n=22）

20歳代(n=105）

30歳代(n=170）

40歳代(n=232)

50歳代(n=216)

60歳代(n=300)

70歳以上(n=398)

％

スポーツ観戦をした
スポーツの指導や大会の運営など、運動やスポーツに関するボランティア活動を行った
その他
何もしなかった

○ 年代別で比較 ○ 図14-3

※無回答を除く

※無回答を除く

✐ [スポーツ観戦をした]、[スポーツの指導や大会の運営など、運動やスポーツに関するボラ
ンティア活動を行った]、[その他]を合わせた"運動・スポーツに関わっている"と回答した割
合は、39.4％（570人）となっています。（図14-１）

✐ 男女別で"運動・スポーツに関わっている"とした割合は、[男性]41.2％（256人）、[女
性]38.1％（312人）となっています。（図14-２）

✐ 10歳代が"運動・スポーツに関わっている"とした割合が最も高くなっています。

（図14-３）

◇運動・スポーツの実施以外でのこの１年間でのスポーツとの関わりについて、４つの選
択肢からあてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

運動・スポーツに

関 わ っ て い る
運動・スポーツに

関 わ っ て い な い

運動・スポーツに

関 わ っ て い る

運動・スポーツに

関 わ っ て い な い
運動・スポーツに

関 わ っ て い る

運動・スポーツに

関 わ っ て い な い

運動・スポーツに

関 わ っ て い る
運動・スポーツに

関 わ っ て い な い
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問１５ この１年間に生涯学習を行ったか？

28.6 71.4
R元年度

(n=1,462)

％

生涯学習を行った 生涯学習を行っていない
図15-1

※無回答を除く

25.3

31.1

74.7

68.9

男性(n=617)

女性(n=840）

％

生涯学習を行った 生涯学習を行っていない

○ 男女別で比較 ○ 図15-2

40.0 

38.7 

27.9 

26.9 

29.1 

27.0 

27.7 

60.0 

61.3 

72.1 

73.1 

70.9 

73.0 

72.3 

10歳代(n=20）

20歳代(n=106）

30歳代(n=165）

40歳代(n=227)

50歳代(n=213)

60歳代(n=304)

70歳以上(n=422)

％

生涯学習を行った 生涯学習を行っていない

○ 年代別で比較 ○ 図15-3

※無回答を除く

※無回答を除く

✐ 「生涯学習（＊）を行った」とした人の割合は、28.6％（418人）となっています。
（図15-１）

✐ 男女別で「生涯学習を行った」とした割合は、[男性]25.3％（156人）、[女性]31.1％
（261人）となっています。（図15-２）

✐ 年代が下がるにつれて「生涯学習を行った」とした割合が高くなる傾向があります。

（図15-３）

（＊）生涯学習

この調査における「生涯学習」とは、人々が生涯のいつでも、どこでも、自由に行う学習

活動のことで、自分から進んで行う学習やスポーツ、文化活動、趣味、ボランティア活動な

ど、学校教育から社会教育、地域社会などで学ぶさまざまな学習活動のことをいいます。
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1
2
3
4
5
5
7
8
9

10
11
12
13

Ｈ27年度(n=1,522)
Ｈ28年度(n=2,336)
Ｈ29年度(n=2,280)
Ｈ30年度(n=2,115)
R元年度(n=1,434)

28.6 71.4
R元年度

(n=1,462)

％

生涯学習を行った 生涯学習を行っていない

50.0 

37.5 

21.2 

19.5 

11.1 

10.6 

10.1 

10.1 

7.0 

6.7 

4.6 

4.1 

0 10 20 30 40 50

趣味的なもの（音楽、美術、華道、舞

踊、書道、レクリエーション活動な

ど）

健康・スポーツ（健康法、医学、栄

養、ジョギング、水泳など）

職業において必要な知識・技能（現在

の仕事のスキルアップや仕事に関係の

ある知識の習得や資格の取得など）

教養的なもの（文化、歴史、科学、語

学など）

育児・教育（家庭教育、幼児教育、教

育問題など）

家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、

和裁、編み物など）

社会問題に関するもの（社会・時事、

国際、環境など）

ボランティア活動のために必要な知

識・技能

就職や転職のために必要な知識・技能

（就職や転職に関係のある知識の習得

や資格の取得など）

自然体験や生活体験などの体験活動

情報通信分野の知識・技能（SNSの利

用の仕方など）

その他

％

✐ 「生涯学習を行った」とした理由は、[趣味的なもの］が最も多く50.0％(208人)、２
番目に多いのは[健康・スポーツ］で37.5％(156人)、３番目は［職業において必要な知
識・技能］で21.2%(88人)となっています。（図16）

問１６ どのような生涯学習を行ったか？

生涯学習を行った理由 （ｎ=416）

図15-1（再掲）

図16

◇「生涯学習を行った」と回答した418人に、その理由を1２の選択肢からあてはまるも
のをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

※無回答を除く

18



1
2
3
4
5
5
7
8
9

10
11
12
13
14

Ｈ27年度(n=1,522)
Ｈ28年度(n=2,336)
Ｈ29年度(n=2,280)
Ｈ30年度(n=2,115)
R元年度(n=1,434)

28.6 71.4
R元年度

(n=1,462)

％

生涯学習を行った 生涯学習を行っていない

36.1 

32.9 

24.0 

21.6 

14.3 

11.4 

11.1 

10.1 

10.0 

6.1 

6.0 

4.3 

1.8 

0.9 

0 10 20 30 40 50

仕事が忙しくて時間がないから

きっかけがないから

特に理由はない

特に必要がないから

家事・育児・介護などが忙しくて時間が

ないから

時間帯が希望に合わないから

学習するための費用がかかるから

身近なところに学習する場がないから

学習するのに必要な情報（内容・時間・

場所・費用など）が入手できないから

一緒に学習する仲間がいないから

その他

学習したい内容の講座が開設されていな

いから

学習より優先したいことがあるから

学習しても職場から評価されないから

％

✐ 「生涯学習を行っていない」とした理由は、[仕事が忙しくて時間がないから］が最
も多く、36.1％(374人)、２番目に多いのは[きっかけがないから］で32.9％(341人)、３
番目は［特に理由はない］で24.0％(248人)となっています。（図17）

問１７ 生涯学習を行わなかった理由は？

生涯学習を行わなかった理由 （ｎ=1,035）

図15-1（再掲）

図17

◇「生涯学習を行っていない」と回答した1,044人に、その理由を14の選択肢からあて
はまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

※無回答を除く
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,453)
男性(n=617)
女性(n=840）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

44.5 

43.0 

42.6 

25.2 

13.5 

11.5 

7.3 

7.1 

2.9 

1.7 

0 10 20 30 40 50

美術（絵画，版画，彫刻，工芸，陶

芸，書，写真など）

映画（ アニメを除く）

音楽（オペラ，オーケストラ，室内

楽，合唱，吹奏楽，ジャズ，ポップ

ス，ロック，歌謡曲など）

歴史的な建物や遺跡（建造物，遺跡，

名勝地（庭園など）の文化財）

アニメ映画，コンピュータや映像を活

用したアート（メディアアート）など

演劇（現代演劇，人形劇，ミュージカ

ルなど）

芸能（講談，落語， 浪曲，漫才な

ど）

舞踊（日本舞踊，バレエ，モダンダン

ス，コンテンポラリーダンスなど）

伝統芸能（雅楽，能楽，文楽，歌舞伎

など）

その他

％

✐ 「文化芸術を直接鑑賞した」とした人の割合は、64.7％（940人）となっています。
（図18-１）

✐ 「文化芸術を直接鑑賞した」とした内訳は、[美術］が最も多く44.5％(418人)、２
番目に多いのは[映画］で43.0％(404人)、３番目は［音楽］で42.6％(400人)となって
います。（図18-２）

問１８ この１年間に文化芸術を直接鑑賞したか？

鑑賞した文化芸術 （ｎ=940） 図18-２

※無回答を除く

64.7 35.3
R元年度

(n=1,453)

％

文化芸術を直接鑑賞した 文化芸術を直接鑑賞しなかった

※無回答を除く

図18-1
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,453)
男性(n=617)
女性(n=840）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

28.4 

27.6 

20.2 

19.8 

14.5 

13.5 

11.5 

7.4 

6.1 

5.7 

0 10 20 30 40 50

テレビ，ラジオ，Ｃ Ｄ・ＤＶ Ｄ，

インターネットなどにより鑑賞できる

（鑑賞した）から

時間がなかなかとれないから

特に理由はない

関心がないから

近くで希望する公演や展覧会などが行

われていないから

魅力ある公演や展覧会などが少ないか

ら

入場料・交通費など費用がかかり過ぎ

るから

その他

一緒に行く仲間がいないから

希望する時間に公演や展覧会などが行

われていないから

％

✐ 「文化芸術を直接鑑賞しなかった」とした理由は、[テレビ，ラジオ，Ｃ Ｄ・ＤＶ
Ｄ， インターネットなどにより鑑賞できる（鑑賞した）から］が最も多く28.4％(145
人)、２番目に多いのは[時間がなかなかとれないから］で27.6％(141人)、３番目は［特
に理由はない］で20.2％(103人)となっています。（図19）

問１９ 文化芸術を直接鑑賞しなかった理由は？

鑑賞しなかった理由 （ｎ=511） 図19

◇「文化芸術を直接鑑賞しなかった」と回答した513人に、その理由を1２の選択肢から
あてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

64.7 35.3
R元年度

(n=1,453)

％

文化芸術を直接鑑賞した 文化芸術を直接鑑賞しなかった

※無回答を除く

図18-1（再掲）
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,386)
男性(n=617)
女性(n=840）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

41.3 

25.8 

25.4 

16.3 

13.4 

7.1 

4.6 

3.5 

2.8 

0 10 20 30 40 50

地域の芸能や祭りへの参加

文学，音楽，美術，演劇，舞踊などの

作品の創作

音楽，舞踊，茶道，華道，書道などの

習い事の受講

音楽の演奏や，演劇・舞踊・映画への

出演など

子どもの文化芸術体験のための支援活

動

その他

音楽祭・映画祭などの開催のための支

援活動

美術館・博物館などにおける案内や作

品解説などの支援活動

歴史的な建物や遺跡などを保存・活用

するための支援活動

％

✐ 「文化芸術に関わっている」とした割合は、20.4％（283人）となっています。
（図20-１）

✐ 「文化芸術に関わっている」とした内訳は、[地域の芸能や祭りへの参加］が最も多
く41.3％(117人)、２番目に多いのは[文学，音楽，美術，演劇，舞踊などの作品の創
作］で25.8％(73人)、３番目は［音楽，舞踊，茶道，華道，書道などの習い事の受講］
で25.4％(72人)となっています。（図20-２）

問２０ 文化芸術に関わる活動を行ったか？

文化芸術に関わる活動 （ｎ=283） 図20-２

◇文化芸術を直接鑑賞する以外に、この１年間における文化芸術に関わる活動について、
１０の選択肢からあてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

20.4 79.6
R元年度

(n=1,386)

％

文化芸術に関わっている 文化芸術に関わっていない

図20-１

※無回答を除く
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,444)
男性(n=617)
女性(n=840）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

78.4 

25.6 

13.9 

12.7 

12.7 

11.9 

6.5 

2.9 

1.9 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

町内会活動

子ども会やＰＴＡ、青少年の育成な

ど、子どもに関する活動

地域の防犯や交通安全、防災に関する

活動

高齢者や障害者支援に関する活動

環境美化や自然環境の保全に関する活

動

スポーツ・文化芸術振興に関する活動

食生活改善や運動指導など、健康づく

りに関する活動

その他

外国人との交流や国際協力に関する活

動

％

✐ 「地域社会活動を行った」とした人の割合は、40.8％（589人）となっています。
（図21-１）

✐ 「地域社会活動を行った」とした内訳は、[町内会活動］が最も多く、78.4％(462
人)、２番目に多いのは[子ども会やＰＴＡ、青少年の育成など、子どもに関する活
動］で25.6％(151人)、３番目は［地域の防犯や交通安全、防災に関する活動］で
13.9％(82人)となっています。（図21-２）

問２１ この１年間に地域社会活動を行ったか？

実施した地域社会活動 （ｎ=589） 図21-２

※無回答を除く

40.8 59.2
R元年度

(n=1,444)

％

地域社会活動を行った 地域社会活動を行ったことがない

※無回答を除く

図21-１
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,444)
男性(n=617)
女性(n=840）

その他

✐ 週数回程度と月数回程度を合わせた活動の頻度では、［高齢者や障害者支援に関する活
動］が最も活動の頻度が高く、２番目に多いのは[スポーツ・文化芸術振興に関する活
動］、３番目は［食生活改善や運動指導など、健康づくりに関する活動］となっていま
す。（図22）

問２２ 地域社会活動の頻度は？

◇「地域社会活動を行った」と回答した589人に、活動の頻度を3つの選択肢から１つ回
答してもらいました。

6.0 

8.8 

10.5 

20.3 

19.7 

8.2 

7.6 

0.0 

23.7 

14.2 

26.3 

26.1 

39.4 

21.9 

12.7 

27.3 

70.4 

77.0 

63.2 

53.6 

40.8 

69.9 

79.7 

72.7 

町内会活動(n=452)

子ども会やＰＴＡ、青少年の育

成など、子どもに関する活動

(n=148)

食生活改善や運動指導など、

健康づくりに関する活動(n=38)

スポーツ・文化芸術振興に関

する活動(n=69)

高齢者や障害者支援に関する

活動(n=71)

環境美化や自然環境の保全

に関する活動(n=73)

地域の防犯や交通安全、防災

に関する活動(n=79

外国人との交流や国際協力に

関する活動(n=11)

％

週数回程度 月数回程度 年数回程度

※無回答を除く

40.8 59.2
R元年度

(n=1,444)

％

地域社会活動を行った 地域社会活動を行ったことがない

※無回答を除く

図21-１（再掲）

図22地域社会活動の頻度 （ｎ=589）
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,444)
男性(n=617)
女性(n=840）

1
2
3
4
5

38.4 

28.5 

26.0 

14.6 

11.5 

0 10 20 30 40 50

関心が無いから

何をしたらよいかわからないから

その他

一緒に活動する仲間がいないから

関心がある活動が無いから

％

✐ 「地域社会活動を行ったことがない」とした理由は、[関心が無いから］が最も多く
38.4％(320人)、２番目に多いのは[何をしたらよいかわからないから］で28.5％(238
人)、３番目は［その他］で26.0％(217人)となっています。（図23）

問２３ 地域社会活動を行わなかった理由は？

地域社会活動を行ったことがない理由 （ｎ=834） 図23

◇「地域社会活動を行ったことがない」と回答した855人に、その理由を５つの選択肢か
らあてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

40.8 59.2
R元年度

(n=1,444)

％

地域社会活動を行った 地域社会活動を行ったことがない

※無回答を除く

図21-１（再掲）
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問２４ 行政情報を分かりやすく知ることができるか？

✐ 「行政情報を分かりやすく知ることができる」とした人の割合は、52.0％（751人）と
なっています。（図24-１）

✐ 男女別で「行政情報を分かりやすく知ることができる」とした割合は、[男性]51.6％
（315人）、[女性]52.4％（434人）となっています。（図24-２）

✐ 年代が上がるにつれて「行政情報を分かりやすく知ることができる」とした割合が高くな

る傾向があります。（図24-３）

52.0 48.0
R元年度

(n=1,443)

％

行政情報を分かりやすく知ることができる 行政情報を分かりやすく知ることができない

図24-１

※無回答を除く

51.6

52.4

48.4

47.6

男性(n=610)

女性(n=828）

％

行政情報を分かりやすく知ることができる 行政情報を分かりやすく知ることができない

○ 男女別で比較 ○ 図24-2

10.0 

33.3 

37.6 

47.3 

52.6 

53.2 

66.5 

90.0 

66.7 

62.4 

52.7 

47.4 

46.8 

33.5 

10歳代(n=20）

20歳代(n=105）

30歳代(n=165）

40歳代(n=226)

50歳代(n=211)

60歳代(n=299)

70歳以上(n=412)

％

行政情報を分かりやすく知ることができる 行政情報を分かりやすく知ることができない

○ 年代別で比較 ○ 図24-3

※無回答を除く

※無回答を除く
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,443)
男性(n=610)
女性(n=828）

1
2
3
4
5

82.8 

42.5 

23.4 

8.9 

3.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

広報紙から

テレビやラジオから

ホームページから

フェイスブックやツイッターなどのＳ

ＮＳから

その他

％

✐ 「行政情報を分かりやすく知ることができる」とした理由は、[広報紙から］が最も
多く82.8％(622人)、２番目に多いのは[テレビやラジオから］で42.5％(319人)、３番目は

［ホームページ］で23.4％(176人)となっています。（図25）

問２５ 行政情報の入手方法は？

行政情報の入手方法 （ｎ=751） 図25

◇「行政情報を分かりやすく知ることができる」と回答した751人に、その理由を5つの
選択肢からあてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

52.0 48.0
R元年度

(n=1,443)

％

行政情報を分かりやすく知ることができる 行政情報を分かりやすく知ることができない

図24-１（再掲）

※無回答を除く
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Ｈ18年度(n=1,220)
Ｈ19年度(n=1,133)
Ｈ20年度(n=1,110)
Ｈ21年度(n=1,185)
Ｈ22年度(n=1,342)
Ｈ23年度(n=1,371)
Ｈ24年度(n=1,367)
Ｈ25年度(n=1,396)
Ｈ26年度(n=1,527)
Ｈ27年度(n=1,543)
Ｈ28年度(n=2,349)
Ｈ29年度(n=2,295)
Ｈ30年度(n=2,158)
R元年度(n=1,443)
男性(n=610)
女性(n=828）

1
2
3
4
5

54.9 

27.3 

20.6 

20.5 

14.5 

0 10 20 30 40 50 60

情報が分かりづらいから

行政情報が入手できないから

知りたい情報が発信されていないから

知りたい時に情報が発信されていない

から

その他

％

✐ 「行政情報を分かりやすく知ることができない」とした理由は、［情報が分かりづらい
から］が最も多く、54.9％(370人)、２番目に多いのは［行政情報が入手できないから］で
27.3％(184人)、３番目は［知りたい情報が発信されていないから］で20.6％(139人)と
なっています。（図26）

問２６ 行政情報をわかりやすく知ることができない

理由は？

行政情報をわかりやすく知ることが

できない理由 （ｎ=674）
図26

◇「行政情報を分かりやすく知ることができない」と回答した692人に、その理由を5つ
の選択肢からあてはまるものをいくつでも回答してもらいました。

※無回答を除く

52.0 48.0
R元年度

(n=1,443)

％

行政情報を分かりやすく知ることができる 行政情報を分かりやすく知ることができない

図24-１（再掲）

※無回答を除く
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19.28864569 22.64021888 39.80848153 15.458276332.804377565
R元年度

(n=1,481)

％

問２７ まちづくりのために有効に税金が使われていると思うか？

✐ 「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」を合わせた"有効に使われている"とした人の
割合は、26.8％（388人）となっています。（図27-１）

✐ 男女別で"有効に使われている"とした割合は、[男性]30.1％（183人）、[女性]24.5％
（204人）となっています。（図27-２）

✐ 年代が上がるにつれて"有効に使われている"とした割合が高くなる傾向があります。

（図 27-３）

5.5 21.3 44.5 16.9 11.8
R元年度

(n=1,446)

％

図27-1

※無回答を除く

そう思う
どちらかといえばそ
う思う

どちらともい
えない

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わ
ない

6.6

4.8

23.5

19.7

41.1

46.9

14.6

18.5

14.1

10.1

男性(n=608)

女性(n=833）

％

○ 男女別で比較 ○ 図27-2

5.0 

2.9 

3.6 

3.5 

3.8 

6.4 

8.4 

15.0 

10.6 

14.5 

17.6 

19.0 

20.1 

31.1 

30.0 

53.8 

45.5 

48.9 

46.0 

42.8 

40.5 

25.0 

20.2 

18.2 

18.9 

18.0 

17.7 

12.5 

25.0 

12.5 

18.2 

11.0 

13.3 

13.0 

7.5 

10歳代(n=20）

20歳代(n=104）

30歳代(n=165）

40歳代(n=227)

50歳代(n=211)

60歳代(n=299)

70歳以上(n=415)

％

○ 年代別で比較 ○ 図27-3

※無回答を除く

※無回答を除く

そう思う どちらかといえばそ
う思う

どちらとも どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わ
ない

そう思う どちらかといえばそ
う思う

どちらともい
えない

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わ
ない

有 効 に 使 わ れ て い な い有効に使われている

有 効 に 使 わ れ て い な い有効に使われている

有 効 に 使 わ れ て い な い有効に使われている
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1
2
3
4

問２８ 有効に税金が使われていないと思う理由は？

✐ "有効に税金が使われていない"とした理由は、［どのように税金が使われているか、
分からない・分かりにくいと感じるから］が最も多く、64.4％(266人)、２番目に多いの
は［自分の身近な所に、税金があまり使われていないと感じるから］で43.8％(181人)、
３番目は［必要のない分野に、多くの税金が使われていると感じるから］で30.3％(125
人)となっています。（図28）

64.4 

43.8 

30.3 

10.9 

0 10 20 30 40 50 60

どのように税金が使われているか、

分からない・分かりにくいと感じる

から

自分の身近な所に、税金があまり使

われていないと感じるから

必要のない分野に、多くの税金が使

われていると感じるから

その他

％

有効に税金が使われてい

ないと思う理由 （ｎ=413）
図28

※無回答を除く

◇「そう思わない」、「どちらかといえばそう思わない」を合わせた"有効に使われてい
ない"とした415人に、その理由を４つの選択肢からあてはまるものをいくつでも回答し
てもらいました。

5.5 21.3 44.5 16.9 11.8
R元年度

(n=1,446)

％

図27-1(再掲）

※無回答を除く

そう思う
どちらかといえばそ
う思う

どちらともい
えない

どちらかといえ
ばそう思わない

そう思わ
ない

有効に使われている 有 効 に 使 わ れ て い な い
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墓地に関すること 2 件

　(計） 1,027 件

議会に関すること 11 件

障害福祉に関すること 9 件

アンケートに関すること 14 件

住環境に関すること 13 件

防災に関すること 20 件

水道・下水道に関すること 16 件

社会保障と税に関すること 27 件

雇用に関すること 23 件

公園・緑地に関すること 39 件

医療・保健に関すること 28 件

交通安全・防犯に関すること 43 件

その他 42 件

高齢者福祉に関すること 44 件

まちづくり全般に関すること 43 件

環境保全・廃棄物に関すること 56 件

地域の活動・支えあいに関すること 48 件

教育や生涯学習・スポーツに関すること 89 件

行政事務・サービスに関すること 89 件

産業・にぎわいに関すること 111 件

子育て支援・青少年に関すること 92 件

項目 件数

道路環境・交通ネットワークに関すること 168 件

自由記述意見（まちづくりに対する意見・提案）６

✐ いただいたご意見・ご提案を内容別に分類すると、下表のとおり、道路環境・交通ネッ
トワークに関すること、産業・にぎわいに関することが多くなっています。

◇アンケートでは、まちづくりに対する意見や提案について自由に記述していただく欄を
設け、548人の方から、1,027件のご意見・ご提案をいただきました。（お1人で複数の
項目に関するご意見などをいただいていることがあるため、人数と件数は一致しません）

いただいたご意見・ご提案は、今後のまちづくりに活用させていただきます。
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参考資料）市民まちづくりアンケート票

アンケートは、次の２区分について実施しています。

（１）帯広市の住みごこち・定住意識について・・・・・・（問１～10）

（２）暮らしぶりについて・・・・・・・・・・・・・・・（問11～28）
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５．20年以上　　

地　区

１．男　　　２．女

１．10歳代　 ２．20歳代 　３．30歳代 　４．40歳代　 ５．50歳代 　６．60歳代　７．70歳以上

１．会社員・店員　　２．商・工・サービス業等の自営業　　３．農・林・漁業　　４．公務員

５．自由業　　６．主婦　　７．学生　　８．無職　　９．その他（　　　　　　　　）

１．１年未満　　２．１年～５年未満　　３．５年～10年未満　　４．10年～20年未満

1

問１ あなたの性別は？

問２ あなたの年齢は？（12月1日現在の年齢で記入してください。）

問３ あなたの職業は？（パートタイマーを含む）

問４ あなたは帯広市にお住まいになってどのくらいになりますか？

１．【あなたご自身に関すること】について、お聞きします。
問１～４について、あてはまるものを１つ選んで○をつけてください。
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 １．広々としているから  ２．自然に恵まれているから  ３．気候が好きだから

2

 ４．家族の都合で  ５．人情が厚く、親切だから  ６．親戚や知人が多いから

 ７．教育上の理由から  ８．まちに魅力があるから  ９．仕事上の理由から

10．都市的な便利さがあるから 11．生活費が安いから 12．わからない

13．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．住み続けたい　　　　　　２．できれば他の市町村に移りたい　　　　　　３．どちらともいえない

問８へすすむ 問９．１０へすすむ 問１１へすすむ

１．出産・子育て環境が充実していないから　　２．子どもの教育環境が充実していないから　　

３．働く場所が少ないから　　４．住環境が良くないから　　５．交通の便が良くないから

６．医療・福祉サービスが充実していないから　　７．商業施設が充実していないから

８．地域での人間関係が良くないから　　９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　「４．」「５．」をお選びの方は、問６へすすむ

１．住みやすい　　２．どちらかといえば住みやすい　　３．どちらともいえない

４．どちらかといえば住みにくい　　５．住みにくい

　　　　　　「１．」「２．」「３．」をお選びの方は、問７へすすむ

問８ 問７で「１.住み続けたい」とお答えの方にお聞きします。
その理由は何ですか？（２つまで選んでください）

問７ これからも帯広市に住み続けたいと思いますか？（１つ選んでください）

問５ 帯広市の住みごこちについて、どう感じていますか？（１つ選んでください）

２．【住みごこち】について、お聞きします。
問５～10について、あてはまるものに○をつけてください。

問６ 問５で「４．どちらかといえば住みにくい」「５．住みにくい」とお答えの
方にお聞きします。その理由は何ですか？（２つまで選んでください）
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 １．帯広圏の３町（音更町・芽室町・幕別町） ２．十勝管内の町村（帯広圏の３町以外）

 ３．札幌市 ４．道内他市町村（札幌市及び十勝管内以外）

 ５．首都圏（東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県） ６．中部圏（愛知県）

 ７．近畿圏（大阪府・兵庫県・京都府） ８．他県（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 １．仕事上の理由から  ２．家族の都合から  ３．気候がきらいだから

 ４．住宅地が少ないから  ５．宅地価格が高いから  ６．教育上の理由から

3

12．都市的な便利さが不足しているから 13．公共サービスの質が低いから

14．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

 ７．生活費が高いから  ８．まちに魅力が少ないから  ９．自然が少ないから

10．知人や親戚が少ないから 11．人情が薄く、不親切だから

問１０ 問７で「２.できれば他の市町村に移りたい」とお答えの方にお聞き
します。その理由は何ですか？（２つまで選んでください）

問９ 問７「２.できれば他の市町村に移りたい」とお答えの方にお聞きし
ます。どこに移りたいですか？（１つ選んでください）
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１．よい　　　　２．まあよい　 　　　３．ふつう　 　　　４．あまりよくない　　　　５．よくない

１．仕事や家事が忙しいから

７．指導者がいないから

１．週に５日以上（年251日以上）　　　  　２．週に３日以上（年151日～250日）

３．週に２日以上（年101日～150日）　　 ４．週に１日以上（年51日～100日)

５．月に１～３日（年12日～50日）　　　　６．３か月に１～２日（年４日～11日）

７．年に１～３日　　　　　　　　　　　　　８．何もしなかった

　「5．」「６．」「７．」「８．」をお選びの方は、問1３へすすむ

２．子どもに手がかかるから

３．病気やけがをしているから

４．年をとったから

５．場所や施設がないから

６．仲間がいないから

１４．特に理由はない

4

８．お金に余裕がないから

９．運動・スポーツが嫌いだから

１０．面倒くさいから

１１．運動・スポーツ以上に大切なことがあるから

１２．生活や仕事で体を動かしているから

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問13 問12で週に１日以上、運動・スポーツを実施できなかった方にお聞きします。その

理由は何ですか。（あてはまるものはいくつでも選んでください）

問12 あなたは、この１年間に、ウォーキングや階段昇降などの軽運動やスポーツを実施

した日数を全部合わせると、何日くらいになりますか。（１つ選んでださい）

問11 あなたの現在の健康状態をどのように思いますか。（１つ選んでください）

３．【暮らしぶり】について、お聞きします。
◆問11～28について、あなたの暮らしにおける活動や実感（イメージでもかまいません）に

ついてお答えください。
◆「その他」の場合は、（ ）内にその理由をお書きください。
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１．スポーツを観戦した

２．スポーツの指導や大会の運営など、運動やスポーツに関するボランティア活動を行った

３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．何もしていない

５．家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、編み物など）

「生涯学習」について
　この調査における「生涯学習」とは、人々がいつでも、どこでも、自由に行う学習活動のことで、自分から進んで行う
学習やスポーツ、文化活動、趣味、ボランティア活動など、学校教育から社会教育、地域社会などで学ぶさまざまな学習
活動のことをいいます。

１.行った ２.行っていない

問1６へすすむ 問1７へすすむ

１．趣味的なもの（音楽、美術、華道、舞踊、書道、レクリエーション活動など）

２．教養的なもの（文化、歴史、科学、語学など）

３．社会問題に関するもの（社会・時事、国際、環境など）

４．健康・スポーツ（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など）

5

６．育児・教育（家庭教育、幼児教育、教育問題など）

７．就職や転職のために必要な知識・技能（就職や転職に関係のある知識の習得や資格の取得など）

８．職業において必要な知識・技能（現在の仕事のスキルアップや仕事に関係のある知識の習得や資格

　　　　　　　　　　　　　　　　　の取得など）

９．情報通信分野の知識・技能（SNSの利用の仕方など）

１０．ボランティア活動のために必要な知識・技能

１１．自然体験や生活体験などの体験活動

１２．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問16 問15で「１．行った」とお答えの方にお聞きします。あなたがこの１年の間に行っ

た学習活動について、次の中からあてはまるものをお選びください。（あてはまるも

のはいくつでも選んでください）

問15 あなたは、この1年の間に「生涯学習」を行いましたか。

問14 スポーツの実施以外に、この1年間でのあなたのスポーツとの関わりについてお聞

きします。次の中からあてはまるものをお選びください。（あてはまるものはいくつ

でも選んでください）
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　記入漏れがないかどうか、もう一度ご確認していただき、同封の返信用封筒に入れ、令和元年１月１３日（月）までにポストに投函してください。（切手は不要です。）

１３．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．学習より優先したいことがあるから（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９．一緒に学習する仲間がいないから

１０．学習するのに必要な情報（内容・時間・場所・費用など）が入手できないから

１１．学習したい内容の講座が開設されていないから

６．時間帯が希望に合わないから

７．学習するための費用がかかるから

１２．学習しても職場から評価されないから

１．仕事が忙しくて時間がないから

２．家事・育児・介護などが忙しくて時間がないから

３．特に必要がないから

4．きっかけがないから

５．身近なところに学習する場がないから

１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6

　　　　　　　　「１１．」をお選びの方は、問1９へすすむ

１4．特に理由はない

５．映画（ アニメを除く）

６．アニメ映画、コンピュータや映像を活用したアート（メディアアート）など

７．伝統芸能（雅楽、能楽、文楽、歌舞伎など）

８．芸能（講談、落語、 浪曲、漫才など）

９．歴史的な建物や遺跡（建造物、遺跡、名勝地（庭園など）の文化財）

４．舞踊（日本舞踊、バレエ、モダンダンス、コンテンポラリーダンスなど）

２．美術（絵画、版画、彫刻、工芸、陶芸、書、写真など）

３．演劇（現代演劇、人形劇、ミュージカルなど）

１１．鑑賞したことはない

１．音楽（オペラ、オーケストラ、室内楽、合唱、吹奏楽、ジャズ、ポップス、ロック、歌謡曲など）

問18 あなたは、この１年間に、ホール・劇場、映画館、美術館・博物館などで文化芸術

を直接鑑賞したことはありますか。次の中からあてはまるものをお選びください。

（あてはまるものはいくつでも選んでください）

問17 問15で「２．行っていない」とお答えの方にお聞きします。この1年間で「生涯学

習」を行わなかった理由は何ですか。次の中からあてはまるものをお選びください。

（あてはまるものはいくつでも選んでください）
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１１．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．近くで希望する公演や展覧会などが行われていないから

２．入場料・交通費など費用がかかり過ぎるから

３．公演や展覧会などが人気で、チケットの入手が困難だから

４．時間がなかなかとれないから

５．希望する時間に公演や展覧会などが行われないから

６．魅力ある公演や展覧会などが少ないから

７．公演や展覧会などの情報が入手できないから

８．一緒に行く仲間がいないから

９．テレビ、ラジオ、Ｃ Ｄ・ＤＶ Ｄ、 インターネットなどにより鑑賞できる（鑑賞した）から

１０．関心がないから

９．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１２．特に理由はない

１．文学、音楽、美術、演劇、舞踊などの作品の創作

２．音楽の演奏や、演劇・舞踊・映画への出演など

３．音楽、舞踊、茶道、華道、書道などの習い事の受講

４．地域の芸能や祭りへの参加

５．子どもの文化芸術体験のための支援活動

６．美術館・博物館などにおける案内や作品解説などの支援活動

７．音楽祭・映画祭などの開催のための支援活動

８．歴史的な建物や遺跡などを保存・活用するための支援活動

7

１０．活動したことはない

問20 文化芸術に関わる活動は、作品鑑賞だけではなく、自分で作品を創作したり、習

い事をしたり、あるいはボランティアとしてこれらの活動を支援することなどがあ

ります。あなたは、この1年間に、次の中にあるような文化芸術に関わる活動をし

たことはありますか。（あてはまるものはいくつでも選んでください）

問19 問18で「11．鑑賞したことはない」とお答えの方にお聞きします。鑑賞しなかった

理由は何ですか。次の中からあてはまるものをお選びください。（あてはまるもの

はいくつでも選んでください）
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　記入漏れがないかどうか、もう一度ご確認していただき、同封の返信用封筒に入れ、令和元年１月１３日（月）までにポストに投函してください。（切手は不要です。）

４．一緒に活動する仲間がいないから

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1.行った

問2２へすすむ 問2３へすすむ

１．関心が無いから

２．何をしたらよいかわからないから

３．関心がある活動が無いから

イ ウ

２.行ったことがない

8

町内会活動1

2 子ども会やPTA、青少年の育成など、子どもに関する活動 ア

ア

イ ウ

3 食生活改善や運動指導など、健康づくりに関する活動 ア イ ウ

4 スポーツ・文化芸術振興に関する活動 ア イ ウ

5 高齢者や障害者支援に関する活動 ア イ ウ

ウ

6 環境美化や自然環境の保全に関する活動 ア イ ウ

活動の頻度
ア．週数回程度
イ．月数回程度
ウ．年数回程度

活動の種類

9 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ア イ ウ

8 外国人との交流や国際協力に関する活動 ア イ ウ

7 地域の防犯や交通安全、防災に関する活動 ア イ

問23 問21で「２．行ったことがない」とお答えした方にお聞きします。その理由は何で

すか。（あてはまるものはいくつでも選んでください）

問22 問21で「１．行った」とお答えした方にお聞きします。どのような活動をどの程

度行いましたか。（あてはまるものをいくつでもお選びください）

問21 あなたは、この１年間に地域社会活動（町内会・PTA・ボランティアなどの活動）

を行いましたか。
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　記入漏れがないかどうか、もう一度ご確認していただき、同封の返信用封筒に入れ、令和元年１月１３日（月）までにポストに投函してください。（切手は不要です。）

３．自分の身近な所に、税金があまり使われていないと感じるから

２．情報が分かりづらいから

３．知りたい情報が発信されていないから

４．知りたい時に情報が発信されていないから

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．広報紙から

２．ホームページから

４．テレビやラジオから

５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．そう思う　　　　　　　　２．どちらかといえばそう思う　　　　３．どちらともいえない

４．どちらかといえばそう思わない　　　　　　　　　5．そう思わない

　　　　　　　「４．」「５．」をお選びの方は、問28へすすむ

１．どのように税金が使われているか、分からない・分かりにくいと感じるから

２．必要のない分野に、多くの税金が使われていると感じるから（具体的に：　　　　　　　　　　　）

9

１．行政情報が入手できないから

1.はい ２.いいえ

３．フェイスブックやツイッターなどのSNSから

問2５へすすむ 問2６へすすむ

問24 あなたは、行政情報を分かりやすく知ることができていると思いますか。

問28 問27で「４．どちらかといえばそう思わない」、「５．そう思わない」とお答えし

た方にお聞きします。その理由は何ですか。（あてはまるものはいくつでも選んで

ください）

問27 あなたは、まちづくりのために、有効に税金が使われていると思いますか。

問26 問24で「２．いいえ」とお答えした方にお聞きします。その理由は何ですか。（あ

てはまるものはいくつでも選んでください）

問25 問24で「１．はい」とお答えした方にお聞きします。行政情報をどのように入手し

ていますか。（あてはまるものはいくつでも選んでください）
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４．【まちづくりに関するご意見・ご提言】※どのような内容でも結構です。

これからのまちづくりについて、ご意見・ご提言があればご記入ください。
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ア ン ケ ー ト は こ れ で 終 了 で す。
ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た。

　記入漏れがないかどうか、もう一度ご確認していただき、同封の返信用封筒に入れ
　令和2年1月13日（月）までにポストに投函してください。（切手は不要です。）

このアンケートに関して、ご不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。

　　　　帯広市西5条南7丁目1　　　帯広市　政策推進部　企画課

　　直通TEL：0155-65-4105、 FAX：0155-23-0151、e-mail：plan@city.obihiro.hokkaido.jp
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　　　帯広市西5条南7丁目1番地

　　　TEL       0155-65-4105

　　　FAX       0155-23-0151

　　　E-Mail   plan@city.obihiro.hokkaido.jp

令和元年度市民まちづくりアンケート

（集計結果）

令和２年２月

帯　　広　　市

政策推進部　企画課
　　　〒　080-8670


